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魅
力
あ
ふ
れ
る“
ト
カ
イ
ナ
カ
”

都
会
と
田
舎
が
融
合
し
た

古
の
風
情
と
豊
か
な
自
然
が
残
る 

変
化
著
し
い
“
ま
ち
”

　

和
泉
市
は
大
阪
府
南
部
に
位
置
し
、

大
阪
都
心
（
梅
田
・
堂
島
・
中
之
島
・

淀
屋
橋
・
本
町
・
心
斎
橋
・
難
波
（
な

ん
ば
）・
堀
江
地
域
）
か
ら
約
25
㎞
、
関

西
国
際
空
港
か
ら
約
20
㎞
の
距
離
に
あ

る
都
市
で
あ
る
。

　

同
市
の
面
積
は
84
・
98
㎢
で
、
国
内

で
二
番
目
に
面
積
の
狭
い
大
阪
府
の
43

市
町
村
の
中
で
６
番
目
の
広
さ
だ
。
同

市
に
海
岸
は
な
く
、
東
西
に
約
７
㎞
、

南
北
に
約
19
㎞
と
細
長
い
形
を
し
て
お

り
内
陸
に
広
が
っ
て
い
る
。
同
市
南
部

に
は
大
阪
府
と
和
歌
山
県
と
を
隔
て
る

標
高
４
０
０
～
９
０
０
ｍ
程
度
の
山
々

が
連
な
る
和
泉
山
脈
が
あ
り
、
豊
か
な

自
然
が
堪
能
で
き
る
。

　

同
市
の
気
候
は
温
暖
で
降
水
量
は
少

な
い
。
一
方
で
「
彼
国
清
水
多
ク
出
ル

処
ナ
レ
ハ
、
和
泉
ト
号
ス
、
和
泉
ハ
水

ノ
名
ナ
レ
バ
ケ
リ
」（『
日
本
得
名
』
よ

り
）
と
記
述
が
あ
る
よ
う
に
、
古
く
か

ら
清
水
が
多
く
湧
き
出
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
市
名
も
泉
井
上
神
社
の
境
内
に
あ

る
「
和
泉
清
水
」
に
由
来
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。

和泉市

大阪府

和
泉
市



まちの

大阪府
和泉市
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山本 恭弘 氏
和泉商工会議所 会頭

（前頁写真上）いずみ硝子：ガラスの棒素地の先端を火力で溶かし、手加工
によって動物や船、馬車などの置物類を作っている。稀少価値が高く、部
屋のアクセサリーなどとして、多くの愛好家の支持を得ている
（前頁写真中）和泉木綿：室町時代に綿の栽培を行い白木綿を製織したこと
が起源。現代は多種多様の品種が製織され、国内外の素材供給基地となっ
ている
（前頁写真下）	いずみパール：全国シェア80％以上。フォーマルにも、また普
段用のカジュアルにも合うファッションアクセサリーとして重宝されている

◀池上曽根史跡公園：総面積60万平方メートルの規模の大遺跡。弥生時代
の全期間(2300～1800年前)を通じて営まれた、わが国屈指の環濠集落（周
囲を溝で囲んだ集落）といわれている

　

市
内
で
は
旧
石
器
時
代
の
石
器
が
見

つ
か
っ
て
お
り
、
ま
た
弥
生
時
代
の
土

器
や
石
器
、
木
製
品
な
ど
の
貴
重
な
文

化
財
が
数
多
く
出
土
し
た
全
国
有
数
の

集
落
遺
跡
で
あ
る
「
池
上
曽
根
遺
跡
」

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
来
よ
り
住
み
や

す
い
地
域
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

奈
良
時
代
に
は
「
和
泉
国
」
の
政
治

を
司
る
国
府
が
市
内
府
中
町
（
現
在
の

Ｊ
Ｒ
和
泉
府
中
駅
周
辺
）
に
置
か
れ
た
。

平
安
時
代
に
は
熊
野
詣
の
参
詣
道
で
あ

る
熊
野
街
道
（
小
栗
街
道
）
が
市
内
を

通
り
「
蟻
の
熊
野
詣
」
と
い
わ
れ
る
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。
同
街
道
に
は
今
も

な
お
、
当
時
の
面
影
が
残
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
地
理
的
、
歴
史
的
背
景
を
も

つ
和
泉
市
は
、平
成
７
（
１
９
９
５
）
年

４
月
の
泉
北
高
速
鉄
道
「
和
泉
中
央
駅
」

の
開
業
を
き
っ
か
け
に
、
現
在
に
至
る

ま
で
大
き
な
変
化
を
遂
げ
て
き
た
。

「
当
市
は
堺
市
に
隣
接
し
て
お
り
、
加

え
て
大
阪
都
心
か
ら
も
近
く
、
近
年
、

道
路
や
鉄
道
、
住
宅
地
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
で
ベ
ッ
ト
タ
ウ

ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
人
口

減
少
が
進
む
中
、
22
（
２
０
１
０
）
年

か
ら
27
（
２
０
１
５
）
年
の
人
口
増
加

率
は
１
・
77
％
の
プ
ラ
ス
で
し
た
」
と

語
る
の
は
、
昨
年
11
月
に
当
時
の
岸
脇

淳
介
会
頭
（
現
名
誉
会
頭
）
の
後
を
受

け
て
、
和
泉
商
工
会
議
所
会
頭
に
就
任

し
た
山
本
恭
弘
会
頭
で
あ
る
。

「
当
市
は
都
会
的
な
都
市
環
境
が
あ
る
一

方
で
、
和
泉
山
脈
の
豊
か
な
自
然
が
残

る
田
舎
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に

高
齢
者
の
方
々
に
と
っ
て
住
み
や
す
く
、

そ
の
高
齢
者
の
方
々
が
子
ど
も
た
ち
を

育
て
る
地
域
も
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

子
育
て
環
境
が
充
実
し
た
ま
ち
で
す
。

ま
た
、
内
陸
に
あ
り
地
盤
が
強
固
な
こ

と
か
ら
地
震
な
ど
の
災
害
に
強
い
ま
ち

で
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
ん
な
和

泉
市
の
こ
と
を
、
都
会
と
田
舎
が
融
合

し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
“
ト
カ
イ
ナ
カ
”

と
呼
ん
で
い
ま
す
」（
山
本
会
頭
）

地
場
産
業
と
新
し
い
工
業
団
地
が

共
存
す
る
“
ま
ち
”

　

こ
の
よ
う
な
和
泉
市
を
支
え
る
産
業

の
内
容
や
特
徴
を
山
本
会
頭
に
聞
く
と

地
場
産
業
と
新
し
い
工
業
団
地
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
説
明
が
あ
っ
た
。

「
当
市
は
古
く
か
ら
綿
織
物
業
が
盛
ん

な
地
域
で
地
場
産
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
室
町
時
代
か
ら
綿
の
栽
培
が
行

わ
れ
、
白
木
綿
を
製
織
し
た
こ
と
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に

は
“
和
泉
木
綿
”
の
名
で
日
本
国
中
に

知
ら
れ
、
国
内
の
中
心
的
な
綿
業
地
帯

を
形
成
し
ま
し
た
。
現
在
も
多
種
多
様

な
製
品
が
製
織
さ
れ
て
お
り
、
絨
毯
や

カ
ー
ペ
ッ
ト
を
製
造
し
て
い
る
会
社
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
の
地
場
産
業
と
し
て
は
、

ガ
ラ
ス
細
工
と
人
造
真
珠
が
あ
り
ま
す
。

当
市
で
は
細
工
加
工
に
適
し
た
軟
質
ガ

ラ
ス
棒
を
用
い
た
ガ
ラ
ス
工
芸
が
古
く

か
ら
発
達
し
て
お
り
、
総
称
し
て
“
い

ず
み
硝
子
”
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ガ

ラ
ス
の
棒
素
地
の
先
端
を
火
力
で
溶
か

し
、
手
加
工
に
よ
っ
て
動
物
や
船
、
馬

車
な
ど
の
置
物
類
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
年
の
経
験
に
よ
り
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た

感
覚
か
ら
作
り
出
さ
れ
た
作
品
は
希
少

価
値
が
高
く
、
多
く
の
愛
好
家
の
支
持

を
得
て
い
ま
す
。

　

人
造
真
珠
の
歴
史
は
明
治
末
期
、
フ

ラ
ン
ス
製
の
商
品
を
入
手
し
、
そ
の
研

究
を
行
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
大
正
時
代
に
は
ガ
ラ
ス
玉

を
原
玉
と
し
て
、
そ
の
後
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
や
養
殖
真
珠
と
同
じ
貝
核
を
原
玉

と
し
た
“
い
ず
み
パ
ー
ル
”
が
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
も
独
特

で
高
度
な
技
術
に
よ
り
生
産
さ
れ
て
お

り
、
国
内
生
産
業
者
の
約
7
割
が
集
中

し
て
い
ま
す
」（
山
本
会
頭
）

　

新
し
い
工
業
団
地
に
つ
い
て
は
「
当

市
は
、
近
年
“
テ
ク
ノ
ス
テ
ー
ジ
和
泉
”

や
“
ト
リ
ヴ
ェ
ー
ル
和
泉
”
と
い
っ
た

内
陸
型
の
産
業
（
工
業
）
団
地
を
整
備

し
ま
し
た
。“
テ
ク
ノ
ス
テ
ー
ジ
和
泉
”

は
、
10
（
１
９
９
８
）
年
７
月
か
ら
分

譲
が
開
始
さ
れ
、
18
（
２
０
０
６
）
年

３
月
末
に
全
画
地
完
売
。
現
在
は
、
産

学
官
連
携
に
よ
る
地
域
資
源
を
生
か
し

た
事
業
創
出
、
経
営
革
新
、
販
路
開
拓

な
ど
を
目
的
と
し
て
１
３
０
社
の
企
業

が
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
企
業
は
、
相
互
交
流
や
親
睦
に
務
め
、

地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
「
テ
ク
ノ
ス
テ
ー
ジ
和
泉
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」
を
設
立
。
清
掃
事
業

や
交
通
環
境
整
備
事
業
、
和
泉
弥
生
ロ

マ
ン
・
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク
、
和
泉
市

商
工
ま
つ
り
な
ど
の
地
元
行
事
に
積
極

的
に
参
加
す
る
な
ど
地
域
の
活
性
化
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
大
阪
産
業
技
術
総
合
研

究
所
な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、
起
業
の

た
め
の
試
作
品
開
発
工
場
・
事
務
所
な

ど
の
共
同
施
設
で
あ
る
和
泉
市
産
業
振

興
プ
ラ
ザ
南
館
や
産
業
人
材
の
育
成
拠

点
と
し
て
大
阪
府
立
南
大
阪
高
等
職
業

技
術
専
門
学
校
も
あ
り
ま
す
」

「“
ト
リ
ヴ
ェ
ー
ル
和
泉
”
は
、
中
小
企

業
の
技
術
支
援
の
た
め
に
高
度
な
試
験

研
究
を
行
う
（
前
述
の
）
大
阪
産
業
技

術
研
究
所
を
中
心
に
大
手
企
業
な
ど
30

社
が
操
業
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
敷
地
内
に
は
、
桃
山
学
院

大
学
を
は
じ
め
、
ら
ら
ぽ
ー
と
和
泉
や

コ
ス
ト
コ
と
い
っ
た
大
型
商
業
施
設
も

進
出
し
て
お
り
、
平
日
休
日
を
問
わ
ず

多
く
の
学
生
や
買
い
物
客
な
ど
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
既
存
の
地

場
産
業
と
工
業
団
地
の
進
出
企
業
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
な
ど
を
通
し
て
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
相
互
に
発
展
し
て

い
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
」

（
山
本
会
頭
）

▲青磁	鳳凰耳花生（ほうおうみみはないけ）
銘万声（めいばんせい）中国・南宋時代（久
保惣記念美樹館所蔵）
◀重要文化財「枯木鳴鵙図」宮本武蔵筆（久
保惣記念美術館所蔵）

▲久保惣記念美術館：昭和57年10月に寄贈者を顕彰する館名をつけ、久保家旧本宅跡
地に開館した和泉市立の美術館。「久保惣」（久保惣株式会社）は、明治時代からおよ
そ100年にわたり綿業を営み、泉州有数の企業として大きく発展。昭和52年の廃業を機
に三代久保惣太郎氏が代表して、所縁の地である和泉市の地域文化発展と地元への報
恩の意を込め、美術品および美術館の建物、敷地、基金が寄附された



読者プレゼント！ 取材にご協力いただきました、和泉商工会議所から	
プレゼントがあります。詳しくは61頁をご覧ください。

 

和泉中央線

いぶき野

はつが野方面

和泉府中方面

泉北高速鉄道

木

楽

座

“木楽座”というネーミングは、ますます地域が活気付くよう「楽市楽座」にヒントを得て付けられました。

和泉市がもっともっと愛されるように
「木楽座ストリート」という物語

ストーリー

和泉市の南北を繋ぐ和泉中央線を３つの特色でエリア分けしております。それぞれの特長を活かし、長い通りでも、飽きがこないように工夫しています。

 

フォレストエリア

セントラルエリア

フォレストエリア
木の意味：自然・木が多いところから。

ナチュラル、憩いのイメージ。

楽の意味：イベントが多く、人々が楽しんで集まるというイメージ。

楽の意味：老舗の飲食店も多く、座って語らう
場所というイメージ。

セントラルエリア

ソウルエリア

 

緑多く、自然が残るエリア。閑静な住宅地や新しいおしゃれな店舗が並ぶ。

商業施設が多く、イベント・広場などがある人が集まるエリア。

古くからの和泉の中心地で、老舗店舗が多く残るエリア。

木

座

楽

はつが野～石尾道付近 

和泉中央駅周辺

観音寺～ JR 和泉府中駅付近

KIRAKUZA
STREETストリート
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地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で 

未
来
を
拓
く
“
ま
ち
”

　

和
泉
市
で
は
現
在
、
新
た
な
地
域
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
始
め
よ
う

と
し
て
い
る
。
そ
の
名
は
“
木
楽
座
ス

ト
リ
ー
ト
”
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　

全
国
的
に
商
店
街
の
衰
退
が
見
ら
れ

る
中
、
和
泉
市
商
店
連
合
会
が
和
泉
市

や
和
泉
商
工
会
議
所
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

の
も
と
、
市
内
10
ブ
ロ
ッ
ク
目
の
商
店

街
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
名
称
で
あ
る
“
木

楽
座
”
と
は
、
地
域
が
ま
す
ま
す
活
気

付
く
よ
う
「
楽
市
楽
座
」
に
ち
な
ん
で

付
け
ら
れ
た
。
こ
の
木
楽
座
ス
ト
リ
ー

ト
は
、
市
内
を
南
北
に
つ
な
ぐ
和
泉
中

央
線
に
つ
く
ら
れ
、
そ
の
長
さ
は
、
実

に
５
㎞
。
そ
し
て
、
こ
の
長
い
ス
ト
リ
ー

ト
は
、
特
色
あ
る
３
つ
の
エ
リ
ア
（
木
・

楽
・
座
）
に
分
け
ら
れ
る
。

　
“
木
”
は
、
フ
ォ
レ
ス
ト
エ
リ
ア
。
市

内
南
部
の
は
つ
が
野
か
ら
石
尾
道
付
近

を
指
す
。
緑
が
多
く
自
然
が
残
る
エ
リ

ア
で
、閑
寂
な
住
宅
地
や
新
し
い
お
し
ゃ

れ
な
店
舗
が
並
ぶ
。“
楽
”
は
セ
ン
ト
ラ

ル
エ
リ
ア
。
泉
北
高
速
鉄
道
の
和
泉
中

央
駅
付
近
を
指
す
。
商
業
施
設
が
多
く
、

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
広
場
な
ど
も
あ
る
人

が
集
ま
る
エ
リ
ア
だ
。“
座
”
は
ソ
ウ
ル

エ
リ
ア
。
市
内
北
部
の
観
音
寺
か
ら
Ｊ

Ｒ
和
泉
府
中
駅
付
近
を
指
す
。
古
く
か

ら
の
和
泉
の
中
心
地
で
、
老
舗
が
多
く

残
る
エ
リ
ア
だ
。

　

木
楽
座
ス
ト
リ
ー
ト
は
、
組
合
形
式

で
運
営
さ
れ
、
そ
の
定
款
の
目
的
に
は

「
本
組
合
は
、
組
合
員
の
相
互
扶
助
の

精
神
に
基
づ
き
、
地
区
内
の
環
境
の
整

備
改
善
を
図
る
た
め
の
事
業
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
組
合
員
の
事
業
の
健
全
な

発
展
に
寄
与
し
あ
わ
せ
て
公
共
の
福
祉

の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
既
に
１
０
０
店
舗

以
上
が
こ
の
目
的
に
賛
同
し
、
本
組
合

に
加
入
し
て
い
る
。

「
新
た
な
ス
ト
リ
ー
ト
と
し
て
、
和
泉
市

一
番
の
目
抜
き
通
り
に
な
れ
ば
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
魅
力
あ
ふ
れ
る
お
店
が

多
く
集
ま
り
、
多
く
の
人
々
が
行
き
交

う
活
気
あ
る
ス
ト
リ
ー
ト
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
力
強
く
語
る
山

本
会
頭
。
そ
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
予
定
だ
と
い
う
。

「
ま
ず
は
認
知
度
ア
ッ
プ
の
た
め
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の
ア

プ
リ
で
加
盟
店
の
紹
介
を
行
う
と
と
も

に
、
イ
ベ
ン
ト
や
求
人
情
報
な
ど
も
広

く
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
所
の
『
会
議
所
だ
よ
り
』

や
市
の
広
報
誌
に
エ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
掲

載
し
て
配
布
す
る
Ｐ
Ｒ
活
動
や
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
の
企
画
・
開
発
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
５
㎞
に
わ
た
る
こ
の

ス
ト
リ
ー
ト
の
街
路
樹
に
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
点
灯
さ
せ
、
長
い
光
の
道
を

実
現
す
る
こ
と
で
、
そ
の
話
題
性
か
ら

集
客
力
の
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が

主
役
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
や
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
地
元
の
社
交
場
と

し
て
の
街
バ
ル
の
開
催
な
ど
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
が
ワ
ク
ワ

ク
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
で
、
に
ぎ
わ

い
を
創
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
の
ほ
か
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
を
解
消

す
る
た
め
に
、
加
盟
店
（
店
主
）
や
当

所
な
ど
の
地
域
団
体
、学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
が
参
加
す
る
緑
化
運
動
や
ゴ
ミ

拾
い
運
動
、
挨
拶
運
動
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
創
出
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
事

業
の
実
施
に
よ
り
、
地
域
の
防
犯
対
策・

強
化
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」（
山
本
会
頭
）

「
ス
マ
イ
ル
（
住
ま
う
・
居
る
）

都
市
」
を
目
指
す
“
ま
ち
”

　

木
楽
座
ス
ト
リ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
進
行
で
ま
す
ま
す
目
が
離
せ
な
く
な

る
和
泉
市
。
こ
う
し
た
ま
ち
の
空
気
を

感
じ
て
か
、
数
年
前
に
は
不
動
産
会
社

が
実
施
し
た
「
大
阪
府
で
住
み
た
い
ま

ち
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、
見
事
１
位
を
と
っ

た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
和
泉
市
を
、
商
工
会
議
所

と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
し
て

い
き
た
い
か
、
目
指
す
姿
な
ど
を
山
本

会
頭
に
聞
い
た
。

「
全
国
水
準
に
比
べ
て
人
口
バ
ラ
ン
ス
が

良
い
と
い
う
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
生
か

し
、
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
も
、
持

続
的
な
発
展
に
向
け
た
“
躍
進
の
ま
ち

づ
く
り
”
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
地
域
の
商
工
業
の
発
展
に

よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
活
力
と
に
ぎ

わ
い
を
享
受
し
て
も
ら
い
、
安
心
と
安

全
が
実
感
で
き
る
当
市
を
、
ず
っ
と
住

み
続
け
た
い
と
思
う
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

『
ス
マ
イ
ル
（
住
ま
う
・
居
る
）
都
市
』

に
す
る
た
め
、
行
政
と
密
接
に
連
携
し

て
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

「
商
工
会
議
所
と
し
て
は
、
人
・
産
業
・

お
金
を
流
出
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
一
方

で
外
部
か
ら
人
・
物
・
お
金
を
取
り
込

ん
で
稼
ぐ
と
い
う
会
員
企
業
の
商
売
繁

盛
に
つ
な
が
る
お
手
伝
い
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
仕
事

を
つ
く
る
（
働
い
て
も
ら
う
）、
人
を

入
れ
る
（
来
て
も
ら
う
・
住
ん
で
も
ら

う
）、
時
代
に
合
っ
た
地
域
づ
く
り
（
安

全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
）
が

重
要
で
す
。
そ
し
て
そ
の
実
現
に
は“
地

域
で
お
金
を
回
し
、
地
域
で
お
金
を
増

や
す
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
”
が
必
要
で
す
。

会
頭
任
期
中
に
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
テ
ー

マ
で
あ
り
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
」（
山
本
会
頭
）

和泉市へのアクセス

▲テクノステージ和泉（全景）：大阪府下の郊外型工業団地としては有数の規模を誇る。和泉市内はもちろん、泉大
津市、岸和田市、高石市、堺市、大阪市など、市外からの通勤者も少なくない。和泉商工会議所も所在している

▲和泉商工会議所新会館：平成25年4月に移転。和泉市
産業振興プラザ北館が入居。より身近で機能的な商工
会議所として市と連携して地域経済発展に努めている

◀熊野街道（小栗街道）：京都から大阪を経由して紀伊
熊野へと通じる熊野詣での道

◀水仙：和泉市の花。
鎌倉時代にわが国で
最初に栽培された地
が和泉市であったと
いわれている

▶イチゴ：大粒で糖
度が高い。「いずみ
ふれあい農の里」で
イチゴ狩りが楽しめ
る

▲和泉みかん：市内南部の丘陵地区で
主に栽培されている。和泉市は大阪府
内最大のミカンの産地 ▲葛葉稲荷神社：正式名称は、信太森神社。陰陽師・安部晴明が

信太の森の白狐を母として生まれたという「葛葉伝説」の舞台

◀佐竹ガラス：日本で唯一戦前から続く工芸用色ガラ
ス棒の生産工場。建物は国の登録有形文化財に指定

◀和泉市商工まつり：
毎年10月下旬に開催。
地場産品の卸売や
有名歌手による歌謡
ショーなどが行なわれ
る和泉市の一大イベ
ント

▲日本菊花会主催の第33回日本菊花全国大会（於：国華園）の受賞作品。㊨高松宮妃記念杯、㊧内閣総理
大臣賞

まちの

大阪府
和泉市


